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Ａ面 

観察想像スケッチ 

全く銅鐸の作法・ルールを無視して作られている一品 

「 2003  辰馬考古資料館 考古学研究紀要５ 」 

この１冊が 井向１号の特集です 

今回のスケッチは この書籍のｐ６１からです 

 

Ａ面 鈕部分 外縁部 鋸歯文 菱環外内 綾杉文 

   鰭部 鋸歯文と三角三重鋸歯文 ２対耳 

流水文 上区 ３ｃ６ｘ２ｅ 下区 ６ｃ８ｘ２ｅ 

これを横型流水文と言っていいのだろうか 

             流水文・絵画の身の部分が一つの仮面割されている 

Ｂ面            

Ｂ面 鈕部分 外縁部 絵画 菱環 斜格子文 

   鰭部 鋸歯文 鰭外にもう一つ隙間がある 

ＡＢ面ともに 身と鰭の間に空間がある 接しない 

下辺横帯の鋸歯文が Ｂ面はＬＲ変換がある 

流水文 上区 ６ｃ２ｘ 中・下区 変形６ｃ２ｘ 

縦型流水文ですが お決まりの第一横帯斜格子文が無い 

ＡＢともに 下界線３条 さらにＡＢともに 

下辺横帯上の界線が小さな無文鋸歯文の横帯になっている 

全体の文様だけでも 一冊の本になるむちゃくちゃさ 

銅鐸の状態は あまり良いものではありません 

              両面に描かれている絵画については 書籍を見て下さい 

              まるで銅鐸絵画の「ロゼッタストーン」のような銅鐸 

              サイズが大きいです スラリとしてます モデルさん？ 


